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PRESS RELEASE    

                                令和5年（2023年）11月2日 

社会共創シンポジウムを開催します 
～テーマ『農村地域のレジリエンス力強化戦略：カーボンニュートラルと地域防災』～  
【本件のポイント】  

● 連携協定を締結している飯豊町と本学は、昨年の豪雨災害の調査・報告書
の作成及びカーボンニュートラル社会の見える化を図る「飯豊モデル」構
築。 

● 山形県と本学は、昨年12月に締結した協定に基づき、カーボンニュート
ラルに関する普及啓発等において連携して取組みを進めていくこととして
いる。 

● 11月22日に本学の将来ビジョン「つなぐちから。山形大学」に基づき、上
記の活動についてシンポジウムを開催し、「飯豊モデル」を「やまがたモ
デル」に展開すべく、広く県内に周知する。 

【概要】 

山形大学は、2022年4月に将来ビジョン「つなぐちから。山形大学」を公表し、「多様な人々が出会い活躍す
る「コモンズ」として、地域から愛され、地域と共に発展する大学」になると宣言しました。 
本シンポジウムは、この宣言の具現化を図るために飯豊町で実施している地域防災とカーボンニュートラルの

活動を、昨年構築した「やまがた社会共創プラットフォーム」を活用し、県内自治体をはじめとする地域の皆様
に広く紹介し、人口減少が続く農村地域のレジリエンス強化戦略を考える機会とすべく、山形県と飯豊町の協力
を得て開催するものです。 

背景 
近年多発している豪雨災害は、温室効果を持つ二酸化炭素排出量の増加が原因の一端を担っていると言われて

おり、昨年大きな被害を受けた飯豊町について、本学の災害環境科学研究センターが現地調査を行い変状や被害
状況を報告しています。飯豊町とは、平成28年1月に連携・協力に関する包括協定を締結し、令和4年12月に
は、同町の地域おこし協力隊2名を「YU-SDGs連携研究員」に委嘱の上、本学教員と共にカーボンニュートラル
を実現する「飯豊モデル」構築のための調査･研究を実施し、令和5年8月に成果を公開しました。 
 また、山形県とも、令和4年12月に「カーボンニュートラル実現に向けた取組みに関する連携協定」を締結し
ており、カーボンニュートラル社会の実現に貢献する人材の育成や普及啓発等に関して連携して取組みを進めて
いくこととしております。 
 本シンポジウムは、カーボンニュートラルの取り組みを実施していた飯豊町が豪雨災害による被害を受けたこ
とから、異常気象による災害と一因である二酸化炭素の排出をゼロにするカーボンニュートラルの取り組み「飯
豊モデル」を結びつけ、昨年構築した「やまがた社会共創プラットフォーム」を活用して広く県内に周知して、
「飯豊モデル」を「やまがたモデル」として県内展開を図る一助とするものです。 
 

  開催日時 
日時：2023年11月22日（水曜日） 13：00-16：00 
会場：ホテルメトロポリタン山形 
対象：自治体職員を中心とする一般の方 
詳細：YU-SDGs EmpowerStation または別添チラシをご確認ください。 
 

 お問い合わせ  
国立大学法人山形大学総務部総務課社会共創推進事務室 
TEL  023-628-4615  メール yu-shakaikyousou@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

 

https://sdgs.yamagata-u.ac.jp/bulletin/event/detail_341.html?admin=on


　  農村地域の
レジリエンス力
強化戦略

飯  豊  町
×

山形大学

メトロポリタン山形
 対象  一般の方  申込締切  2023.11.17■金　まで

11.22 2023.
13:0 0 − 16:0 0

講演 ❶

講演 ❷

豪雨災害等に対する地域防災の取り組み

飯豊町におけるカーボンニュートラルの取り組み

■水

シンポジウム レジリエンス力強化のための「山形モデル」の展開

山形大学 教授  本山 功（山形大学災害環境科学研究センター長）

飯豊町 地域おこし協力隊  小野 優太朗（山形大学連携研究員） × 山形大学 副学長・教授  林田 光祐（山形大学 SDGs推進室長）

ファシリテーター　山形大学 副学長・教授  林田 光祐
パネリスト　　　 山形県 環境企画課長  兼 カーボンニュートラル・GX戦略室長  遠藤 和之 ×飯豊町 副町長  高橋 弘之 × 
　　　　　　  　　　 飯豊町 地域おこし協力隊  小野 優太朗 × 山形大学 副学長・教授  大森 桂（山形大学社会共創推進室長） × 
　　　　　　  　　　 山形大学 教授  本山 功

参加無料
先着100名

国立大学法人山形大学総務部総務課社会共創推進事務室　
TEL.023-628-4615　yu-shakaikyousou@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

主催：国立大学法人山形大学
協力：山形県環境エネルギー部・飯豊町・やまがた社会共創プラットフォーム

（主に自治体職員の方）

山形県内で初めて「SDGs 未来都市」に選出された飯豊町と、将来ビジョン「つなぐ
ちから。山形大学」で、「地域から愛され、地域と共に発展する大学」になると宣言した
山形大学が協働で実施しているカーボンニュートラルと地域防災の活動を紹介し、人
口減少などの共通の課題を抱える農村地域がこれからの社会に柔軟に対応していく
ための戦略を県民の皆さまとともに考える場といたします。

カーボンニュートラル
&地域防災

こちらのページから
お申込みください▼
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